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○気温のかなり高い状態が続いています。また、干ばつによる農作物の生育への

影響が懸念されるところです。 

 

〇農作業の際には、熱中症にも十分注意してください。 

 

○福岡管区気象台による平成30年8月23日発表の「九州北部地方（山口県含む） 

１か月予報」では、向こう1ヶ月の平均気温が高い確率は40％となっています  

（参考資料１）。 

 

○このような状況に対応するため、別紙のとおり技術対策をとりまとめましたの 
で、指導の参考にしてください。 

 
〇なお、気象台が発表する警報や注意報、気象情報にも十分留意して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（参考資料１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐城農業改良普及センター 



Ⅰ．水 稲  

１ 生育ステージ  

（１）山間早植え水稲    登熟中～後期 

（２）普通期水稲     穂孕期～乳熟期 

 

梅雨明け（7月9日頃）後は、高温条件が続いており、８月15日（台風第１５号）

に降雨があったほかはほとんど降雨がない地域がある。極端に強く中干しされた圃

場や落水期間が長い圃場もあり、今後は、土壌を白乾させないよう、注意が必要で

ある。 

 

２ 技術対策  

出穂前後に高温が継続すると、①呼吸作用と茎葉からの蒸散作用の増加、②植物

体内の同化養分量の減少により、えい花数の減少や小穂化が懸念される。 

また、少雨により圃場の干ばつ状態が続くと、幼穂形成期から出穂開花前後まで

は、穂の短小化、えい花数の減少、不稔がおこる。出穂10日前頃（止葉抽出頃）は

減数分裂期であるため、被害としては最も大きく、不稔等の被害がでやすい｡ 

出穂・開花期では、穂が出すくみ状態となり、不稔につながり、登熟期には千粒

重の減少、屑米の増加による減収となる。 

（１）高温対策 

①高温・多照・少雨条件下では、茎葉からの水分の蒸散量が増加する。 

②こういった状況が長く継続すれば、根の機能低下が著しいので、よりこまめな 

間断灌水を行い、根の機能維持に努める。 

③根の機能低下を防ぐために、なるべく夕方冷たい水に入れ替え地温を下げるよう 

努める。特に、日中35℃、夜温が25℃を超えるような日が続く場合「掛け流し灌 

漑」が有効である。 

 

（２）干ばつ対策 

①幼穂形成期から出穂期が最も要水量が大きい時期であるため、幼穂形成期以降は 

間断灌水を行い、減数分裂期（出穂10日前）～出穂10日後までは湛水を長めにと 

るように心がける。（この期間は最低でも黒乾状態でないといけない。できれば 

湿潤としたい。） 

②被害の目安としては、日中は若干萎凋していたとしても、朝夕は正常に戻ってい 

れば被害は最小限に抑えることができる。穂ばらみ期に葉の先端の水孔からの排 

水が止まる（日暮れ先端に水滴がつかない）と白穂の危険性がある。 

③幼穂形成期に白乾で経過し、穂ばらみ期に急激に灌水状態とすると、根の活力が 

失われるなどして、登熟不良になることが懸念される。したがって、最初は「は 

しり水」などして湿潤状態で経過させ、その後湛水するようにする。 

④また、干ばつ後は土壌中の無機態窒素が増加し、水を得ると一気に水稲が吸収す 

るので、異常伸長など水稲の生育にも影響が出たり、いもち病の発生を助長する 



こともあるため、干ばつ後の入水･降水後に直ぐ施肥を行うことは避ける。 

 

（３）病害虫対策 

一般に高温・少雨の条件下では害虫の発生が多くなる。 

①トビイロウンカは、8月上旬調査において平年並（前年よりやや少）の発生である

が、梅雨明け以降、気温が高く、降雨日が少なく、増殖に好適な条件で推移しお

り、「向こう１ヶ月の気温は高い。」と予想されているため、今後も本虫の増殖

に好適な条件が続くと考えられる。今後の防除適期である幼虫ふ化揃い期は8月下

旬頃と予想されるので、発生状況を確認し、適期防除を実施する。 

②斑点米の原因となるカメムシ類の発生は平年より多くなると予想される。水田周 

辺の雑草地（畦畔、休耕田、空き地等）は斑点米カメムシ類の増殖・飛来源とな

るので、除草を徹底する（水稲の出穂直前に除草すると水田内に斑点米カメムシ

類が移動することになるので、除草は水稲の出穂10日前までに行う）。 

③葉いもちの発生は、8月上旬調査において平年並（前年より少ない）ながら、山麓 

 部や一部平坦部でも発生圃場がみられるなど、圃場ごとに発生状況が異なってい

る。 

 穂いもちの被害を出さないために、葉いもち発生圃場は防除対策を徹底する。 

・葉いもちの進展型病斑がみられる圃場では、早急に本田防除を行う。 

・葉いもちの発生がみられるほ場では、穂ばらみ期の防除を徹底する。 

④紋枯病は、葉身がうっぺいした圃場で､高温・多湿条件となれば多発生しやすい。 

発生している圃場では、病斑が上位葉鞘に進展する時期（液剤、粉剤の場合、出 

穂10～20日前を目安とする）に防除を行う。 

 

（４）施肥対策 

「ヒヨクモチ」において、葉色低下の大きい圃場（ SPAD値で 40以下）では、一発   

くん施用圃場においても、9/1日頃までにBB602で10～20kg/10aを施肥する。 

 

Ⅱ．大 豆  

１ 生育ステージ  

現在、7月中旬播種で、本葉12葉程度、開花期を迎えている。しかしながら、播種

がそれ以降になった場合は、急激な乾燥で出芽が不均一となり、それ以降も乾燥状

態が続いたため、生育が停滞している圃場が散見される。 

 

２ 技術対策  

大豆への高温の影響は、呼吸作用と茎葉からの水分蒸散量の増加による茎葉の萎

凋である。また、開花期・着莢期の用水不足は、大豆の莢数や捻実粒数を低下させ

低収要因となる。 

（１）一般対策 

①害虫のハスモンヨトウは、高温乾燥により多発することが懸念されるため、農業



技術防除センターがホームページで提供するフェロモントラップによる誘殺状況

や圃場での白変葉の発生状況を把握しながら、適期の防除を実施する。 

また、カメムシの被害も開花期以降から莢の肥大期に集中するので、適期防除を

徹底する。 

②干ばつが進むと日中、葉が裏面を見せるようになるが、その程度が30％を超える

と灌水の効果が高くなるとされている。しかし、干ばつ状態から一気に過湿状態

とすると、水分ストレスによる急性萎縮が発生する場合もあるので、極度に乾燥

し畝間潅水を行う場合は、以下のことに留意する。 

・圃場の表土は白乾状態でも、周辺の用水路の水位が高く、暗渠の排水パイプが

水面下にあるところでは、地下水位も高いので灌水の効果は少ない。したがっ

て、灌水は大豆の状況をよく観察して実施する必要がある。 

・灌水する場合は、明きょや畝溝等を整備し、圃場全体に水が行き渡るようにし

て、夕方にうね間灌水を行う。畝の肩付近まで水を入れた後、直ちに排水する

ようにする。 

・灌水後は圃場に滞水すると、干ばつに耐えてきた根は、湿害に弱く枯死しやす

いので、速やかに排水することに留意する。 

・大豆は塩分に弱く、わずかな濃度 (0.03%)でも生育に影響があるとされている

ので、塩分を含む水の灌水は控える。 

 

 

Ⅲ．野 菜  

１ 生育ステージ  

（１）促成イチゴは、次作に向けた育苗期である。 

（２）促成イチゴ・ナス・キュウリ・トマトは、次作に向けた土壌消毒・土作り期間

である。一部農家で、早い抑制作型や雨除け夏秋作型が栽培されている。 

（３）夏秋ナスや夏秋雨よけピーマンは収穫期となっている。 

（４）半促成長期どりアスパラガスは夏芽の収穫期となっている。  

（５）雨よけ野菜の主要品目であるホウレンソウとコネギは、播種時期の違いにより  

生育ステージはさまざまである。 

 

２ 技術対策  

  ＜共通事項＞ 

（１）佐賀平坦部に位置する圃場で、クリーク水や水路の水を使用する場合、高ｐＨ

の可能性がありますので、必ず水質調査して散水する。 

 

  ＜イチゴ＞ 

（１）寒冷紗の２重被覆など被覆資材により遮光を行う（風通しは必ず確保する）。 

（２）鉢土の土壌水分を常に観察し、乾燥が激しい場合は灌水を行う。  

（３）高温が続く場合は、夕方に葉水程度の灌水を行う。 



（４）肥料の溶出が早くなり肥料切れがおきやすいので、肥料切れを起こさないよう

液肥で対応する。 

（５）葉の展開が鈍い場合は、葉面散布等を行い草勢の低下を防止する。  

（６）立枯れ性病害、ハダニ類およびヨトウ類の発生が多くなりやすい。立枯れ性病

害には降雨前散布と定期防除、ハダニ類やヨトウ類は定期防除に努める。発生を

確認したら、短い間隔での複数回散布で徹底防除する。 

（７）少雨が続くと水質(pH、EC、塩分など)が悪化し、育苗床や本圃でそれを使用し

た場合、根傷みし生育不良となりやすい。水量が減ったら水質を調査し、用水と

して不適であれば水質の良好な水の確保に努める。 

 

 ＜施設キュウリ等＞ 

（１）サイドビニール、谷部、妻面等を最大限に開放し換気に努める。  

（２）日差しが強い時間帯は、寒冷紗等の被覆資材により遮光を行う。  

（３）定植後は、土壌水分や湿度の不足による萎れや焼けがないよう、1日複数回のこ

まめな灌水や畝･通路への散水等を行う。 

（４）収穫は、品温の上昇が少ない早朝に行い、品質の低下を防ぐ。 

（５）古葉や黄化葉などは、蒸散が多くなり草勢の低下を助長するので、早めに除去

する。 

（６）スリップス類、ハダニ類等の害虫の発生が多くなるので、防除に努めるととも

に、ハウス周辺の除草、防虫ネットの破れ･隙間の補修等に努める。 

（７）イチゴの（７）に同じ。 

 

＜雨よけ野菜＞ 

（１）コネギやホウレンソウは、地温上昇による発芽不良を防ぐため、播種時に寒冷

紗等の遮光資材を被覆する。また、出荷前の水切りは、株への負担がかからない

ように、やや生育が進んでから行う。水切り後も乾燥が激しい場合は、早朝や夕

方に葉水程度の灌水を行う。 

（２）アスパラガスは、ハウスのサイド、肩部、妻面を最大限に開放し、換気に努め

る。また、圃場内で土壌の乾湿差が生じないよう、灌水はできるだけ少量多回数

で行う。さらに、急激な地温の変化を避けるため、灌水は地温が高くなる日中の

時間帯を避ける。 

（３）ハダニ類、スリップス類、ハモグリバエ、ヨトウムシ類等の害虫の発生が多く

なるので、発生源となるハウス周囲の除草を徹底するとともに、圃場内の状況を

こまめに観察し、早期防除に努める。 

 

 ＜露地夏秋野菜＞ 

（１）農業用水が確保できる場合は、畝間灌水を十分に行う。農業用水が限られる場

合は、株元を中心に局所灌水を行う。また、畝面からの水分蒸発や地温の上昇を

抑制するため、ポリマルチや敷きワラ等を行う。 



（２）草勢の低下がみられる場合は、株の負担を低減するため、不良果を中心とした

摘果を行う。また、収穫する果実は小さめの規格とし、やや早めに収穫する。 

（３）品温上昇による品質低下を防ぐため、収穫は早朝に行う。 

（４）土壌水分が低下すると石灰の吸収量が少なくなり、尻腐れ果等の生理障害が発

生しやすくなるので、カルシウム剤の葉面散布を行う。 

（５）スリップスやハダニ等の害虫の発生が多くなるので、圃場周囲の除草を徹底す

るとともに、圃場内の状況をこまめに観察し、早期防除に努める。 

 

 

Ⅳ．花 き  

１ 生育ステージ  

（１）施設花きの主要品目であるキクは収穫期から定植の作型まで多岐の生育ステー

ジがある。 

（２）中山間地のトルコギキョウは出荷の最盛期になっており、平坦地では育苗期や

定植期となっている。 

（３）草花類は定植期で、シンテッポウユリは収穫期となっている。 

 

２ 技術対策  

 ＜キク＞ 

（１）寒冷紗等の被覆資材や塗布剤により遮光を行う（風通しは必ず確保する）。遮

光方法はハウス外遮光が効果が高い。 

（２）高温が続く場合は、夕方遅くに灌水を行って吸水を促し、蒸散による葉温の低

下を図る。 

（３）シェード栽培の場合、夜間に一時シェードを開けて温度の上昇を防ぐ。 

（４）立枯れ性病害、ハダニ、スリップス、ヨトウ類等の発生が多くなるので防除に

努める。薬剤散布は高温期を避け、気温の低い早朝に行う。 

 

 ＜バラ＞ 

（１）養液栽培では、給液、廃液量に注意をはらい適切な給液量で管理する。  

（２）二層カーテン等の被覆資材により遮光を行う。 

（３）スリップス類、ハダニ類等の害虫の発生が多くなるので防除に努める。  

（４）ヒートポンプや細霧冷房等が設置されている施設は､有効活用し下温に努める。 

 

＜その他草花、鉢物＞ 

（１）秋冬期出荷の草花等では今から定植や播種時期になり、遮光と最大限の換気を

図り、下温に努めるとともに水分の乾湿の差が少なくなるよう細心の灌水管理を

行う。 

（２）立枯れ性病害やスリップス類、ハダニ類、ヨトウムシ類の発生が多くなるので

防除に努める。薬剤散布は高温期を避け、気温の低い早朝に行う。 



（３）切り花は朝・夕の気温の低い時間に採花し、常温で長時間放置しない。前処理

剤の利用等により品質維持に努める。 

（４）トルコギキョウの冷房育苗は、昼温25℃、夜温15℃設定が維持できるよう管理

する。昼温が高いときは遮光資材等を利用して下温に努める。 

 

 

Ⅴ．果 樹  

１ 生育ステージ  

＜柑橘類＞ 

（１）露地柑橘類は、果実肥大期である。 

（２）ハウスミカンは、被覆時期の違いにより収穫の終了した園から収穫中の園など

さまざまである。 

 

＜落葉果樹類＞ 

（１）トンネルナシ（幸水）は収穫が終了し、露地ナシ（幸水）が収穫中で、幸水以

外の露地ナシは果実肥大期～収穫前である。トンネルブドウは収穫が終了し、露

地ブドウが収穫中である。 

（２）キウイフルーツ、カキは果実肥大期である。 

 

２ 技術対策  

（１）共通 

 ①幼木、樹勢が弱い樹、耕土が浅い園、キウイフルーツやウメ等の浅根性の果樹で

は灌水を行う。 

 ②土壌からの水分蒸散と地温上昇を抑えるために、敷きワラや敷草を行う。 

 ③現在収穫中のものは、品質低下を避けるため早朝収穫を徹底し、果実温度を上げ

ないように努める。 

④果樹カメムシについて多発生を予想している。園内外をこまめに見回り、飛来を

確認した場合は直ちに薬剤防除を行う。 

⑤ダニ類、サビダニ類、スリップス類など害虫の発生が多くなるので、発生状況に 

注意し、園内の発生状況を確認し、早期防除に努める。 

 ⑥収穫が終了した園では、灌水を行い樹勢回復に努める。 

 

（２）露地温州ミカン 

 ①結果過多樹や過乾燥園では果実肥大が劣り、小玉果生産が懸念されるため、早急

に摘果を行い果実肥大を促す。 

 ②水分ストレスがかかりすぎている園では、早朝の葉の巻き具合や旧葉の落葉状況

等から判断して、灌水や葉水を行う。果皮が滑らかになり仕上がっている園では

、裂果の発生が懸念されるため多量の潅水は控える。 

 ③果皮の温度上昇を抑制し、日焼け果の発生を軽減するために炭酸カルシウム資材 



等の散布行う。また果実にカルシウムが汚れとして残る場合があるので、出荷時 

期を考慮して散布する。 

 ④高温、乾燥により果皮の体質が弱まっていることから、収穫前には腐敗防止剤の 

  散布を徹底する。 

 

（３）ハウスミカン 

 ①寒冷紗の被覆等を行い、施設内の温度低下に努める。 

 ②夏枝の発生中の園では灌水を行う。 

 

（４）中晩柑 

 ①果実肥大期であり積極的に潅水を実施する。特に不知火は酸高果生産が懸念され

るため実施する。また敷きわら等で地表面を被覆し、土壌水分の蒸散を防止する。 

 

（５）ナシ 

 ①収穫中のナシでは多量の灌水は控える。収穫前の露地ナシや収穫が済んだ園では

積極的に灌水を行う。 

②収穫前の露地ナシで日焼け果や果肉障害の発生が懸念される園では、樹上散水に

より果実温の上昇抑制に努める。 

  ③土壌水分が少ない状態での土壌改良は控える。 

 

（６）ブドウ 

 ①裂果を避けるために、急激な土壌水分の変化を避け、灌水は少量多回数を心がけ 

る。 

 

 

Ⅵ．畜 産  

  家畜の最適環境は、畜種や生育・生産ステージによって差があるものの概ね気温  

１０～２５℃、湿度４０～６５％の範囲といわれる。特に暑熱時期（気温３０℃以上

：夏日以上）では、乳用牛、肉用牛、豚、鶏など家畜家きんの生産性の低下を招くだ

けでなく、繁殖性の低下や廃用事故等も多発する。家畜は汗腺の分布が少なく皮膚か

らの蒸散による体温調節機能が劣るため、暑熱に対して弱くその対策が必要である。  

１ 畜舎対策   

(１)畜舎はできるだけ開放し、通風換気を促す。特に風通しを悪くする畜舎内外の壁

の改装、農機具などの整理整頓及び生け垣の刈り込みや除草を行う。 

(２)屋根部や外壁への防暑塗料、断熱材、送風、細霧装置などの施工、および日陰樹

や寒冷紗を利用して日陰場所を作るなど対策を行う。 

(３)扇風機（換気扇）の設置は、体感温度を下げるよう首筋から背中にかけて風を当

てるようにする。または、風向きを一方向に並べて直線的に送風し、畜舎内の空気

を強制的に換気する。 



(４)給排水施設、側溝、バンクリーナ、堆肥舎などの清掃や乾燥に努め、臭気および

ハエ・蚊などの衛生害虫の発生を抑え、衛生害虫によるストレスを軽減するために

定期的な消毒に努める。 

２ 家畜  

（暑熱とその影響） 

(１)体温に関係する環境要因は、温度・湿度・風および放射熱である。 

 ①採食する飼料の温度や飲水の温度をできるだけ下げる。牛ではルーメン内発酵熱

（体温より２℃位高い）の増加なども体温調節と密接な関係を持っている。 

 ②家畜は、高温時には呼吸数を増加させ、呼気中の水蒸気により体外への放熱を図 

ったり、流涎（よだれ）、排尿によって体温調節を行う。体内の熱平衡が保てな 

くなると体温が上昇し、採食量が減少するため生産性も低下する。 

 ③繁殖関係では、牛・豚で夏期受胎率の低下が顕しい。牛を暑熱環境下におくと無 

発情現象や発情微弱が見られる。こうした状態では受胎率の低下をまねき、受精

胚の死亡率は高まる。 

 

（飼料・飲水給与上の注意点） 

(２)暑熱は、食欲を減退させるので給与回数を増やしたり、夜間や早朝・夕方の涼し

い時期に給与するなど食い込む工夫する。 

 ①粗飼料は、給与から２時間程で発酵温度が上昇し発酵最盛期となるため、日中の

高温時と重ならないように早朝に給与する。 

 ②食欲が減退、飼料摂取量が少なくなり生産性が著しく低下するので飲水の制限は

しない。そのため、冷水（井戸水やバルククーラーでの冷却）を自由飲水できる

工夫を行う。特に給水器の正常な作動と水量を確認しておく。 

 ③家畜は流涎（よだれ）、排尿による体温調節を行うのでミネラル不足を生じない

ようにし、ビタミン剤・鉱塩なども含め補給する。 

 ④粗飼料はヘイレージなど消化の良い良質なものを給与し、粗繊維を確保する。乳

牛での夏場の飼料給与水準はＴＤＮを高め、ＮＤＦを３４～３８％とすることで

採食量や乳量の改善が図られる。（佐賀畜試） 

 ⑤飼料の消化吸収を良くするため、重曹などバッファー剤等を利用する。 

 

（牛体の管理） 

(３)繁殖牛や乳牛は、可能であれば夜間に家畜を運動場へ出すなどし、畜舎内密度を

下げるなど涼しい環境を与える。 

 ①暑熱時の熱射病などによる体力消耗と重なり、疾病が発生し易いのでこまめに観

察し、異常家畜（特に子畜）の早期発見に努める。 

  ②家畜に異常がある場合は、畜体を冷やし獣医師に連絡をとり指示を待つ。 

 

（飼料の変敗防止） 

(４)気温や湿度の高い時期は、飼料の固化やカビなどが発生し易く、品質が低下しや



すい。 

 ①飼料による下痢や中毒症状を起こしやすいので、飼料などの長期保存を避ける。

貯蔵期間は２週間以内を目途とする。 

 

 

Ⅶ．農作業と健康管理（共通）  

  連日の猛暑が続いています。農作業による熱中症（日射病、熱虚脱、熱けいれん）を 

防ぐには普段からのちょっとした注意が大切です。 

 

１ 熱中症を防ぐために、日中の気温の高い時間帯を外して作業を行うとともに、休憩を 

こまめにとり、作業時間を短くするなど作業時間の工夫を行う。特に、重労働や農薬散 

布、ハウス内の作業は注意する。作業場所には日よけを設けるなど、できるだけ日陰に 

なるよう工夫する。屋外作業は冷えたオシボリやお茶等を入れたクーラーボックスを持 

参すると便利である。 

 

２ 屋外の作業では、必ずつばのある帽子をかぶり、綿素材のシャツの下にアミシャツを 

着る等で汗を発散しやすい服装をする。上着は薄手でも目が細かく、濃い色の服が紫外

線の透過率が低く、遮光効果は高い。また、暑さから体を守るために作業中でも邪魔に

ならない、冷却用のベスト（ベストのポケットに冷却した保冷パックを装着）や首・頭

に巻き付ける物も市販されているので工夫する。機械作業を行う場合は、タオルの端を

襟元に入れ機械に巻き込まれないようにする。 

 

３ 暑さで大量の汗をかくため「のどが渇いた」と感じたときは、すでにかなりの水分不 

足になっていることが多いので、小こまめに麦茶などで水分の補給をする。 

 

４  暑い日は冷たい物や簡単で食べやすい食事になりがち、夏ばて防止には栄養バランス

を考慮した食事を心掛ける。 

   

 ５ 疲労の蓄積を防ぐため、十分な睡眠をとる。夜間の睡眠不足は、作業時の疲労や事故

を招く恐れがあるため、昼寝等で補うようにする。     

                            

 


